
後

記」三
回

『
東
洋
大
学
百
年
史
』
編
纂
の
経
過
と
変
遷
は
、
詳
し
く
は
「
通
史
編
1
1
」
の
「
後
記
」
に
記
さ
れ
た
と
お
り
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
の

「
部
局
史
編
」
は
、
平
成
二
年
七
月
に
年
史
編
纂
に
関
す
る
一
切
の
業
務
が
、
新
設
の
「
井
上
円
了
記
念
学
術
セ
ン
タ
ー
」
に
移
管
さ
れ
、

新
た
に
編
成
さ
れ
た
「
東
洋
大
学
創
立
百
年
史
編
纂
委
員
会
」
が
新
「
編
集
会
議
」
の
「
年
史
の
構
成
を
『
通
史
編
1
・
H
・
m
』
か
ら

『
通
史
編
1
・
H
』
と
『
部
局
史
編
』
と
に
分
け
る
」
と
い
う
提
案
を
承
認
し
た
段
階
か
ら
、
具
体
的
な
作
業
に
入
っ
た
。

　

部
局
史
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
前
編
纂
委
員
会
で
承
認
さ
れ
た
「
作
成
要
綱
」
「
目
次
案
」
、
ま
た
「
部
局
史
部
会
」
に
よ
る
部
会
決
定

の
「
執
筆
要
項
案
」
が
あ
り
、
セ
ン
タ
ー
は
こ
れ
を
引
き
継
い
だ
。
「
執
筆
要
項
案
」
に
は
学
校
法
人
東
洋
大
学
の
現
行
区
分
に
従
っ
て
頁

数
の
割
り
当
て
が
記
載
さ
れ
、
一
冊
一
〇
〇
〇
頁
の
予
定
と
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
内
容
は
必
ず
し
も
明
ら
か
な
形
を
と
っ
て
い
な
か
っ

た
。
新
し
い
「
編
集
会
議
」
は
『
東
京
大
学
百
年
史
』
を
編
纂
さ
れ
た
寺
崎
昌
男
、
中
野　

実
両
氏
の
経
験
や
、
廣
畑
一
雄
、
西
村　

誠

本
学
両
教
授
の
教
育
学
の
専
門
的
な
立
場
か
ら
の
示
唆
を
受
け
な
が
ら
、
前
記
の
引
き
継
ぎ
案
に
若
干
の
修
正
を
加
え
て
具
体
化
し
、
「
通

史
編
」
に
対
す
る
「
部
局
史
編
」
の
特
徴
を
も
た
せ
る
た
め
、
次
の
よ
う
な
編
集
方
針
を
決
定
し
た
。

　

1　

時
代
区
分
と
し
て
は
、
新
制
大
学
以
降
「
東
洋
大
学
創
立
百
周
年
」
ま
で
（
昭
和
二
四
〜
六
二
年
）
を
対
象
と
す
る
が
、
各
部
局

　
　

の
事
情
に
よ
り
、
記
述
の
必
要
上
こ
の
前
後
に
わ
た
る
こ
と
も
認
め
る
こ
と
。

　

2　

各
部
局
の
記
述
内
容
に
関
し
編
集
部
は
加
筆
訂
正
等
は
し
な
い
。
た
だ
し
原
則
と
し
て
、
年
号
表
記
、
記
号
類
の
統　

や
「
現
代

　
　

表
記
法
」
に
準
じ
た
表
記
に
近
づ
け
る
よ
う
に
、
訂
正
す
る
こ
と
が
あ
る
こ
と
。
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ま
た
、
こ
の
方
針
に
基
づ
き
、
編
集
会
議
委
員
と
「
部
局
史
編
」
担
当
編
集
員
が
、
次
の
よ
う
な
経
過
で
作
業
を
進
め
た
。

　

1　

資
料
整
理
・
資
料
一
覧
作
成　

平
成
二
年
一
二
月
〜
同
三
年
六
月

　

2　

執
筆
者
選
定
依
頼　

平
成
三
年
六
月
以
降
各
部
局
に
、
ま
た
事
務
局
に
は
総
務
部
経
由
で
各
部
に
依
頼

　

3　

編
纂
委
員
会
の
承
認　

平
成
三
年
七
月
一
八
日
の
第
一
回
東
洋
大
学
創
立
百
年
史
編
纂
委
員
会
に
お
い
て
諸
事
項
承
認

　

4　

打
ち
合
せ　

平
成
三
年
七
月
か
ら
一
二
月
に
か
け
、
編
集
会
議
委
員
と
部
局
史
編
編
集
員
が
執
筆
者
に
個
別
あ
る
い
は
部
局
単
位

　
　

に
、
執
筆
要
項
に
も
と
つ
い
た
執
筆
の
打
ち
合
せ

　

5　

原
稿
締
切
日　

平
成
四
年
一
月
一
〇
日
を
原
稿
締
切
日
と
し
た
が
、
提
出
の
あ
っ
た
部
局
は
一
割
に
満
た
ず
、
改
め
て
同
年
九
月

　
　

一
五
日
ま
で
延
期
。
さ
ら
に
同
年
一
二
月
四
日
第
二
回
編
纂
委
員
会
に
お
い
て
平
成
五
年
一
月
一
一
日
を
最
終
締
切
日
と
し
、
未
提

　
　

出
部
局
の
無
掲
載
を
決
定
す
る
ま
で
に
至
っ
た
が
、
平
成
五
年
四
月
一
五
日
を
も
っ
て
、
最
終
的
に
は
全
部
局
の
原
稿
が
出
揃
っ
た
。

　

こ
の
編
集
に
当
た
っ
て
、
内
容
に
つ
い
て
は
各
部
局
の
責
任
執
筆
と
し
、
本
文
の
担
当
箇
所
に
執
筆
者
名
を
明
記
し
た
。
編
集
の
側
か

ら
は
原
稿
に
加
筆
、
削
除
等
訂
正
し
な
い
こ
と
を
そ
の
編
集
方
針
と
し
て
い
た
が
、
資
料
的
裏
づ
け
の
な
い
記
述
や
不
適
当
な
表
現
と
判

断
せ
ざ
る
を
得
な
い
も
の
に
つ
い
て
は
、
編
集
会
議
委
員
と
当
該
部
局
の
執
筆
担
当
者
と
が
協
議
の
上
、
修
正
し
た
。

「
部
局
史
編
」
の
担
当
は
、
編
集
に
松
本　

隆
氏
、
デ
ザ
イ
ン
に
鈴
木　

尭
氏
、
校
正
に
松
尾
幸
子
氏
等
が
当
た
っ
た
。
ま
た
、
資
料
調

査
な
ど
の
諸
作
業
に
は
多
く
の
学
部
生
の
協
力
を
得
、
こ
と
に
印
刷
所
の
株
式
会
社
フ
ク
イ
ン
に
は
全
面
的
な
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

　

最
後
に
、
資
料
不
足
と
い
う
難
問
を
抱
え
な
が
ら
担
当
し
て
く
だ
さ
っ
た
各
部
局
の
執
筆
者
、
貴
重
な
資
料
を
提
供
い
た
だ
い
た
学
内

外
の
諸
機
関
な
ら
び
に
関
係
諸
氏
に
、
心
か
ら
感
謝
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

　
　
　
　
　

平
成
五
年
五
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

東
洋
大
学
百
年
史　

編
集
長　
　

高　

木　

宏　

夫
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